中日友好と青年の使命 by 張 梅 & Mei Zhang
司会（勘坂純市）：今日は中国大使館から、参事官であられます張梅先生がお越しくださいまし
てご講演をいただきます。本年はご存知の通り創立者池田大作先生が 1968 年 9 月 8 日に日中国








の外交の舞台で重要な役割を任されてきました。2007 年 4 月に温家宝首相が来日された際にも、
通訳として同行されました。温家宝総理と創立者池田先生との会見でも、通訳として参加されて
















は先ほど先生もおっしゃったように、19 年前、1999 年の 3月から 2000 年の 3月まで創価大学で













































































































































































































































































































































9月 8日はちょうど名誉会長の提言 50 周年の記念日です。その同じ日に代々木公園で朝 10 時か
ら夜 7時までチャイナフェスティバルをやります。中国の芸術団がやってきます。ブースも 100
くらいあって、飲食、物販、展示があります。他にも企画コーナー、パンダハウスとか中日のカ
ラオケ大会、中日の卓球大会など、いろいろ企画もやっています。ぜひみなさん足を運んでいた
だければなと思います。以上、ざっくばらんにお話をさせていただきました。皆さんのほうから
何かご質問があればぜひ、おっしゃってください。ありがとうございました。
司会：張梅先生大変にありがとうございました。それでは、なにか質問があれば挙手して下さい。
質問１：今日は大変貴重な講演ありがとうございました。教育学部 4年生です。張梅先生が話し
てくださったなかで、日中の関係が非常に緊迫した関係になってしまっているその背景について
ですが、その微妙な心理状態を乗り越えるためには、今話してくださった、若い私たちが独自に
判断する能力を持つということと長い視野を持つということが非常に重要なのかなと感じたんで
すが、その能力を身につけるためには、私たち日本の学生が、身につけなければいけないこと、
学ぶべきことはなんだと思われますか。
張梅：質問ありがとうございます。やはり、視野を広げることですね。私は日本に来てもう 5年
が過ぎましたが、日本の若者の皆さんが海外に行くことはどんどん少なくなっているようです。
中国に行かないだけではなく他の国にも行かないという傾向になりつつあるんですね。やはりい
ろんな国、いろんな文化と接触をして、体験をして、自分とは違う思想がある、違う価値観ある
いは文化、生活、習慣があるということをちゃんと知っていただいたら、自分の将来、末永い人
生に大いに役立つんじゃないかと思います。それから、中日関係の微妙な心理を克服するには、
やはり長い視点でお互いのことを協力のパートナーとみなすということが非常に大事です。相手
はライバルではなく協力のパートナーであり、一緒に手を組めば、一緒に発展することができる
という信念をぜひ固めていただければということですね。李克強総理の訪日の際に安倍総理は
40 周年記念のレセプションですばらしいお話をされていました。それは、中日は、今日から競
争から協調の新時代に入ると、両国が手を組めば、できないことはないということをおっしゃっ
ていました。これは今の中日関係に一番必要なことじゃないかなと私は思います。
質問 2：本日は貴重なお話ありがとうございました。経営学部 1年生です。私の友達で、外交官
になりたいという人がいるのですが、国際関係の仕事をされていく上で、学生時代にやっておけ
ばよかったなということ、やっていてよかったなということを教えていただければ嬉しいです。
張梅：外交官になるには、何を勉強すればよいかということですが、国際関係、国際政治の勉強
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はもちろん必要ですけども、私も実は大学のときの専門は日本語だったんです。中国と日本はち
ょっと違うんですね。日本の外務省は、基本的に外国語を勉強した人を外務省に入れるというの
ではなくて、いろんな分野を学んだ人を外務省に入れるんですね。入った後に、例えばこの人は
将来中国に関することをやるということになったらこの人を中国に派遣します。二年、三年、留
学させて、語学の習得をさせます。中国は基本的に外国語を勉強する人が、外交と関係のある仕
事をやるようになるんですね。私は日本のやり方のほうが、わりと健全であると思うんです。外
交官は、外国語だけを勉強しているのでは足りないんですね。その意味で、やはり一つは、視野
を広げることですね。目先のことだけじゃなくて、歴史を勉強することも大事です。外交という
のはよく妥協の芸術といわれるんですが、自分の利益だけを獲得して、相手が損をする、これは
外交じゃないです。外交は必ず、お互いに妥協して、双方がWINWINにならないと成り立たな
いんですね。やはりそれを達成するために、柔軟性の育成が必要じゃないかなと思います。
質問 3：ご講演ありがとうございました。教育学部 3年です。張梅さんからみて、創立者のすごさ、
偉大さをどのように感じられたのかということをお伺いしたいと思います。　
張梅：私は社会人になる前から、池田名誉会長のことを知っておりました。北京大学が私の母校
ですけども、当時から創価学会と交流がありました。学会の代表団が北京大学を訪問していて、
自分はまだ一年生、二年生でしたが、先輩方あるいは先生方と学会の皆さんとの交流を隣で勉強
させていただきました。全青連に入って、創価学会青年部と毎年定期交流をやってましたが、何
回か光栄なことに、名誉会長が全青連の派遣の代表団に会ってくださいました。そのときから先
生のおっしゃっていたお言葉、また、先生の思想を勉強するようになりました。池田名誉会長が
中国、あるいは中国人に尊敬されている理由はなによりも中日友好へのご貢献です。よく中国の
人民日報とか CCTVが先生に関する報道をするときに、中国人民が非常に尊敬をしている古き
友人でいらっしゃるというような評価がされます。まだ国交正常化がなかった時代に、まわりか
らいろんな反対、あるいは抗議の声がありました。中国との国交正常化反対というような声があ
りました。でも、そのなかで先生はいろんな困難を乗り越えて、何としても中日は国交正常化し
なければならないということを強く訴えられました。そんなことをできる人物はそんなにいない
んですね。私はよく先生と中国要人の会見の時に同席をしていて、やはり本当に先生の頭のなか
には全世界のことがあると思いました。日本あるいは中国のことだけではなく、世界の歴史、現在、
将来、国際情勢の流れについて、はっきりした判断、あるいは若者がものごとを判断していく上
で非常に役に立つ素晴らしい思想がありました。これからまだまだ私もさらに、勉強をしなけれ
ばならないところがあると思います。近年、中日関係が非常に紆余曲折の道をたどってきました。
靖国の問題、また島の問題で、両国関係がギクシャクしていました。その中で、先生のご指導の
もとにある創価学会は、以前と変わらず、中日友好を堅持し、両国は話し合いによって解決すべ
きであり、両国は平和的にお付き合いをすべきであるということをずっと主張し続けてこられま
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した。これは日本社会全般の両国関係に関する雰囲気の中で非常にありがたいことです。中国の
皆さん方にとって中日関係を発展するうえで本当に心強い存在でございます。
質問 4：貴重な講演ありがとうございました。理工学部 4年生です。この授業は創価教育論とい
う授業で、創価教育について学んできました。中国の教育と創価教育とは違うと思うんですけど
も、実際に中国の大学で勉強された後、日本に来て創価大学で勉強されたと思うんですけども、
中国の教育と日本の教育、特に創価教育との違いや、実際に創価大学で勉強されて、なにかこの
創価教育について感じたところ、驚きなどありましたらぜひ教えていただきたいと思います。
張梅：中国と日本との教育の違うところですが、日本の教育は個性の育成は大事にしているんで
すね。学生さん、生徒の皆さんお一人一人の主張、自由に物事を考える、その創造力の育成、中
国よりはこの面のことを大事にしているんじゃないかと思うんですね。中国は進学教育が強く、
特に近年は、いい学校に行きたくても資源が限られているんですね。競争の中で敗れないために
週末も休日も塾に行って勉強する。もう幼稚園の頃から勉強が始まっているんですね。その学生
は将来の進学のために非常に重い負担を負っているんですね。でも、これもやむをえないことで
あって、日本はそれと比べるとそれほど緊迫した状態ではないかもしれません。私は大使館の中
の自分の同僚が、子どもを日本の現地の小学校にいれて、中国に戻ると、結構たくさんの人が心
配するんですね。たとえば小学生四年生で中国に戻ると基本的に三年生からやり直す人が多いん
です。そうでないと、もうついていけないんです。どんどん勉強のレベルはアップしてるのです
が、でも日本では、たとえば小学一年生の皆さんは本当にすくすくと元気に育っているんですね。
毎日気持ちよく遊びながら勉強している。私は教育を研究したことはないですから、創価教育論
も 20 年前はない授業ですから、あえてコメントをすることはできないんですけども、ただ、ひ
とつ当時留学をして創価大学で感じたことのひとつに、非常に外国からの留学生のことを大事に
しているんです。皆さんは感じないかもしれないですけども、私は一外国人として、外国の留学
生として非常に強く感じるんです。他人とは違うような行動をとらないというのは日本人の基本
的な特徴ですけども、日本人がほとんどの中で 5%しかない留学生の他者はどうなるかというと、
私は全然一度も不愉快な思いはしなかったんです。非常に温かく見守っていただいて、周りの日
本人の学生、先生方、あるいは寮に一緒にいた日本人の六人の学生、管理人の方、私たちは、お
かあさんとおとうさんと呼んでいたんですけども、自分の本当の日本の親のように仲よく付き合
っていて、生活上で自分が悪いことしたら叱られることもよくありました。こういう非常に親し
い関係でした。創価大学は留学生のことを大事にしている、特に中国からの留学生は非常に大事
にされていて、本当に温かい気持ちで、創価大学で一年留学することができました。創価教育の
理論についてはまた、これから勉強させていただきたいと思います。
質問 5：貴重な講演ありがとうございました。文学部 1年生です。日本人の中国に対するマイナ
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スイメージを払拭するには、何が一番ベストと張梅さんは考えますか。
張梅：やはり交流ですね。交流しないと相手がどんな人であるか、相手の国がどんな国であるか、
行ってみないとわからないですから。直接交流することが非常に重要です。この間、日本の議員
の皆さんとの懇談会の機会がありました。その日本の方から言われた話に、両国関係に影響を与
える重要な要素が二つあるんです。一つは政治家、総理大臣、中国の国家主席、総理のハイレベ
ルの往来が、そのトーンを定めるんですね。両国関係の雰囲気がこの間の李克強総理の訪日によ
ってだいぶよくなったということもそのひとつの表れですね。あともう一つはマスコミで、マス
コミが相手の国のことをどう報道するかは、非常に重要です。さっき申し上げたように、全面的、
客観的に報道することが大事です。やはり先ほど私が申し上げたように独自に判断すること、あ
るいは長い視野をもつこと、いろいろ見て判断をすることですね。他の国、人の言っていること
を聴くだけではなく、どうしてもマスコミの報道は偏ってしまうんですから、やはり自分で確か
めないと、本当のことはわからないと思います。
司会：では、本日の特別講演を終了したいと思います。大変にありがとうございました。
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